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ここ石川県は、私が初めてデジタルアーカイブに関わることになった

地であり、その後の活動の原点でもあります。石川新情報書府につ

いても、その構想段階から参加させていただいて、もう6年ほど審査

監修を務めています。

この地域の特色としては、豊富な伝統文化のデジタル化を通じて、

その担い手となる制作者の技術と、能力向上に注力してきた点です。

実際、ここ石川県は全国でも有数のIT産業の集積地として着実に

発展を遂げており、この地で研鑽を積んだ数多くの企業が、時代の

なかで日々 進歩を続けています。

いうまでもなく、時代はハードパワーの時代から、ソフト創造産業の

時代へと急速に転換しています。そして、従来の物をベースとした産

業から離陸し、感性を基盤とした無重量産業へとその軸足を移しつ

つあります。

こうした動きは政策にも顕れています。国土交通省による『新ウェル

カムプラン21』は、都市のサイン計画などを見直しながら、いかに日本

という国を、魅力ある存在として世界にアピールするかというものです。

海外からの旅行者数がここ20年ほど伸び悩んでいる現状、まさしくこ

れは国の緊急課題といえるでしょう。

魅力ある地域、都市、そして日本とはいったい何なのか。それを、

国民一人ひとりが考えなければならない時代になりました。そしてこう

魅力ある地域づくりに向けて
した視点こそが、今回のテーマ、地域ブランディングに通じるものなの

です。

地域ブランディングについてお話しする前に、まずその手段となるデ

ジタルアーカイブに関して、今一度おさらいしたいと思います。

ご承知のようにデジタルとは符号化の技術であり、そこで創られた

ものは、文字、映像、音楽と何であれ、もとをただせば 0と1です。そし

てこれは非常に流動的で離散しやすく、複製可能な情報です。デジ

タルとは絶対的に永遠であるといった誤解はいまだにあるようですが、

実際はこれほどにはかなく、散逸しやすいものはありません。

米国のアーカイブ研究機関の報告によれば、紙の情報は数百年持

ち、フィルムでは約100年、そして光学式磁気メディアにいたっては、20

年も持てばいい方だとされています。

古来から受け継がれた伝統文化はもとより、今この瞬間に形成さ

れつつある同時代的な資産を、いかにマネジメントしていくのか。今後

の地域経営には、そうしたアセット・マネジメントに対する強い認識が求

められます。

世界は、従来の重量経済から、無重量経済へと大きくシフトしてい

ます。無重量経済、すなわちソフト経済の鍵を握るのは、『頭と心』で

「文化的説得」が信頼を生む

アセット・マネジメントという認識

デジタルアーカイブと地域経営
――地域ブランドの確立と文化経済

全国地域デジタルアーカイブ研究大会2002 in ISHIKAWA
第一部［基調講演］より

「魅力ある地域とは何なのか。そして、デジタルアーカイブと

地域経営は両立し得るのか」。多くの地域が直面するこうした課

題について、武邑光裕氏（東京大学大学院助教授）は、「文化的説

得力こそが、地域経営を牽引する」と語ります。

ここでは、「全国地域デジタルアーカイブ研究大会 in

ISHIKAWA」から武邑氏の基調講演（要約）をご紹介しながら、地

域経営における知財、情報財の役割と、その可能性を展望します。

主　催■石川県、デジタルアーカイブ推進協議会
共　催■財団法人石川県産業創出支援機構
協　賛■中小企業総合事業団

武邑 光裕
東京大学大学院

新領域創成科学研究科 助教授
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す。新しい知財、情報財を、いかに高付加価値な商品へと変換して

いくかが今まさに、問われています。

ここで、文化というキーワードがたいへん重要な意味を持ってきま

す。広告の世界においても、従来アドバタイジングの手法は、なかなか

通用しなくなっています。何かを訴求し、浸透させていくうえで今後重

要なのは、『文化的説得』です。

これは、手にした製品にどれだけ文化度があるのか、またその製

品やサービスが、どれだけ文化の生産に寄与しているのかといったイ

メージ戦略です。

ご存知のように、ナイキ、ベネトンといった世界的ブランドは、その収

益の大部分を、文化的事業への投資に充てています。そして私たち

は、そこに文化という不可視な情報の存在を感じ、それを消費してい

ます。ブランドとは、一言でいえばそういうことです。

一方で、アマゾン・コムやイーベイ、ヤフーといったサイバースペース

上のブランドも、ここ数年で一気に、圧倒的な認知度を獲得しました。

もっとも私たちは、その逆、つまり一気にブランドの信用が崩壊する現

実をも、目の当たりにしてきました。

こうして見てみると、現実のブランド、Webブランドそのいずれもが、

『信頼と約束』のうえに成り立っていることが解ります。

そしてこの原則は、地域のブランディングについても当てはまります。

第一に、約束できないことをうたわないことです。誇大広告は、結

果的に地域ブランディングを阻むことになります。この地域に来れば、

これだけは約束できる、また提供できるといったものを考えていく必要

があります。

加えて、積極的に外部の人間を登用していくことが重要です。地域

にとってのユーザーとはいったい誰で、消費者は誰なのかを考えてみ

てください。自分たちのことだからこそ、そこに客観的な視点が欠かせ

ないのです。

ブレア政権下のイギリスは、数年前から『クール・ブリタニア』をキー

ワードとしたクリエイティブ産業の発展に注力してきました。

旧来の重厚長大産業にイギリス経済は救えないと考えたブレアは、

クリエイティブ振興がもたらすもの

世界に提供し得る題材として、イギリスのデザイン、音楽、アートに目を

付け、これを基幹産業として振興したわけです。

この政策は、個人の創造性や才能、スキルなど知的資産を基盤と

したもので、いわばクリエイティブの根幹を振興しよういうものです。

こうした取り込みは、2000年時点で早くも成果を表し、クリエイティ

ブ産業の同国GDPに対する割合は、5％を超える水準にまで達しまし

た。これは97年当時と比較して、16 %もの成長率を示しています。

イギリスの例を見るまでもなく、今後の地域経営、地域ブランディン

グの鍵を握るのは、やはり人です。少なくとも、CDやDVDを流通させ

ればいいという考え方は、もう卒業しなければなりません。

ちなみに、イギリスと日本のクリエイティブ産業における市場規模を

比較すると、放送、広告といった業種については日本が上回っていま

すが、ことデザインやアートに関しては、イギリスを大きく下回ります。

これが示すものは、創造行為は基幹産業たり得ないとする日本の

実状であり、また、文化とは経済行為の余剰部分でまかなわれるもの

という大半の認識の表れだともいえます。

オランダ・バーブ国際関係研究所のヴァン・ハム氏によれば、イギリ

スをはじめとするEU諸国のなかで、今やブランディングを国策として捉

えていない国はないといいます。

たとえばエストニアは、唯一それしかなかった“緑”を糧に観光誘致

を成功させています。またポーランドにいたっては、それまで古くさい

とされていた敬虔なカトリック教徒のイメージを逆手にとり、修道院をホ

テルに改装するなどして、ヨーロッパ人の奥底に流れるメンタリティに訴

求し、その心を掴みました。

ブランディングを興せない地域など、ありません。ましてや、京都や

金沢の例を見て、そのような資産は自分たちにはないと考えるのは、

あまりに一面的過ぎます。どんな地域にも、見落とされているものが必

ずあります。

最近EUでは、地域全体のブランディングを見据えたキャラクター展

開『キャプテン・ユーロ』が進められています。このキャラクターは、EU

地域の共有資産として、さまざまなプロジェクトへの利用が促進されて

います。

共有資産というこの考え方に通じるものとして、最後に、アメリカにお

ける最新の動向をご紹介します。

『ブログ（BLOG）』と呼ばれるそれは、従来の電子メールとWebの

中間領域を埋める新たな試みとして、現在爆発的に利用者を増やし

ている一種のアプリケーションです。地域住民の、あるいは地域間コミ

ュニケーションのプラットフォームとして、この仕組みは必ずや、新たな

潮流を生み出すでしょう。

地域アイデンティティの確立、ひいては今後の地域経営に対する重

要なヒントとして、ぜひ覚えておいてほしいキーワードです。

共有資産という新たな視点
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